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ごあいさつ 　科学技術の発展と深化、そしてデジタル化は学問の細分化

や断片化につながり、このことは、ややもすればネガティブに捉

えられますが、一方で思いもかけない他分野での応用や発展に

もつながっています。建築においても、アルゴリズミックデザイ

ン、BIM、AI、ヘルスモニタリング、5G、ZEB／ ZEH等々、

イノベイティブな取り組みが進められています。

　明治以来、我が国における建築学は工学の一分野として位

置づけられ、欧米とは異なる独特の発展を遂げてきました。つま

り、歴史意匠および計画といった分野に留まらず、構造、材料

生産、環境設備といった技術系諸分野をも包含し、ホーリステ

ィック（Holistic／全体論的）に建築を捉え、学問の体系を形

成してきたと言えるでしょう。

　この良き伝統は、建築学と実業の各分野が「建築」という

「場」で協同・協調されることにより、多彩なイノベーションを創

出しながら持続してきました。東北工業大学「建築学部」は、

建築の幅広さ奥深さを体現するとともに、学内外連携して、建

築という場のポテンシャルを一層高めることを目指しています。
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　東北工業大学建築学科は、1966年に本学工学部に設置さ

れました。以降半世紀以上にわたり、全国の建設・建築産業

界を中心に8,000人を超える人材を輩出してきました。積み重ね

てきた本学科の歴史と伝統、研究成果と建築教育の蓄積を積

極的に社会に還元しながら、より充実した建築教育を展開する

ことを目指して、2020年4月に「建築学部建築学科」として新

たなスタートを切りました。2022年4月には3回目の入学生を迎

え入れます。

　本冊子では、建築学部の研究室紹介とともに、建築学部に

入学した2021年度の1年生と2年生の生の声を聴き、皆さまに

お届けするべく座談会を企画・実施し、その内容を掲載しました。

建築学部で学ぶ学生の姿や、彼・彼女たちの建築に対する素

直な想いをお伝えできる内容になりました。座談会は、あらため

て本学部としての目標や、目指すべき教育の姿を再認識する機

会にもなりました。この場を借りて参加してくれた学生諸氏に感

謝いたします。建築学を総合的に学ぶことができる本学建築学

部は、引き続き次の50年に向けた社会、地域、そして建築の

あり方を追究してまいります。東北、そして仙台に所在する大学

ならではの特徴と個性をもった教育と研究を通して、これからの

時代に必要とされる人材育成に努めてまいります。



4

建築学科を志した
きっかけについて
石井　それではみなさんが建築を学ぶよう
になったきっかけを教えてください。
秋葉　幼少期にシルバニアファミリーで遊
んで夢中になったからです。高校は普通科
でしたが、建築のことはずっと意識していま
した。大学受験では第一志望に受かりませ
んでしたが、受験勉強をする中で私は大学
生なるためだけに勉強をやっていたのか？と
思い直し、後悔がないようにやりたい学問

を学びたい、興味のあった建築をとことん
やろうと決心したのがきっかけです。
田中　小さいころからモノづくりが好きで、
小学校の図工とかで形が面白いと思って
作った作品を人に見せるのが楽しかった記
憶があります。将来はここで学び得たこと
を生かし、住宅や公共施設をはじめとする
大規模な建築物を設計したいです。
奥山　物づくりが好きで、幼稚園では折
り紙を折りすぎて指先を痛めるほどでした
（笑）。最初は普通高校を考えていましたが、
兄が進学校に通っていたこともあり、受験
勉強の大変さを見て「進学校は受験したく

ない！」と思いました。工業や商業高校を
進路として考えた時「モノづくりが好きだ」
ということを思い出し、宮城県工業高等学
校に入りました。高校ではインテリアなど
を主に学びましたが、その中で建築の授業
が一番楽しく、すごく夢のある分野と思い
建築学科を志望しました。
田中　実は大学受験で第一、二志望校に
落ちました。その悔しさをバネに同世代に
差をつけたいと考え、高い専門性が必要と
される建築を学ぶ場として東北工大に一般
入試で受験し、学びをスタートしました。
石井　それではここでブレイクタイムと行き
ましょう。有川先生が建築の道に進んだきっ
かけを教えてください。
有川　父親の仕事の関係で、昔から建築
雑誌を読んでいたので知らないうち建築に
興味を持っていました。また、将来を考え
た時に、「建築だったらなんでもできるな」
と考えたのも選んだ理由の一つです。結果
として研究者という職業に就きましたが、
建築の分野は間口が広く、何でもテーマに
なる学問です。最先端のテーマではなくて
も、興味を持ったことが研究につながるの
で、そのままずっとのめり込んで今に至ります。
石井　本学科に入学の学生は「建築がやり
たい！」という強い思いを持っている学生
が多いです。有川先生のそれほど強く建築
を学びたかったわけではないという話を伺
うと、皆さんの学びの情熱には心を動かさ
れますね。
早坂　小学校の時、通学路にあった工事
現場の雰囲気が好きで、「家をつくる仕事
はかっこいい」という思い出がありました。
大学受験の時、建築は第一志望ではありま
せんでしたが、「家をつくる」ということを
思い出し、自分の興味がある方向に進みた
いと思い、東北工大の建築学科に志望校
を変更しました。後悔はしていないです。
まだやりたいこと決まっていませんが、やは
り漠然と家づくりの仕事がしたいと考えて
います。
鈴木　小さい頃からモノ作り好きで、自分
で作った作品を友達に見せて褒められてい
ました。そのセンスを建築に生かしたいと
思ったからです。

大学で見つけた
建築を学ぶ楽しさ・可能性

東北工業大学建築学部建築学科1～2年生座談会

建築学科2年

建築学科1年

教　員

司　会

秋葉 美緒さん、田中 堅太郎さん、奥山 ちさとさん

平澤 拓海さん、鈴木 咲里花さん、早坂 悠亮さん

有川 智 教授、菊田 貴恒 准教授

石井 敏 教授

出席者
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石井　早いうちから建築を志望していたの
ですか？
鈴木　高校の時はデザインか建築で迷いま
したが、デザインより建築の方が自分の力
になると考えて建築学科に指定校推薦で入
学しました。
平澤　父が現場監督でした。いつも帰宅
が遅かったため、大変な仕事だなと思いま
した。でも完成した建物に連れていかれ、
いつも楽しそうに建物について語る父親を
見て“かっこいい”と思い建築を学びたいと
思いました。私は東北工大が第一志望でし
た。
石井　菊田先生はいかがでしたか？
菊田　父親が一級建築士の資格を持ち、
市役所で働いていたので、家の中は建築の
本だらけでした。その影響で、「どうやって
大きい構造物をつくるのか」「オペラハウス
のような建物をどうやってつくるのか」と小
さい時から興味を抱いていました。その後、
工業高校で 3年間建築を勉強し、進路に
悩んだ結果、以前から住みたかった仙台に
ある東北工業大学に入学し、現在に至りま

す。きっかけ、と問われれば父親の影響が
きっかけだったと思います。
石井　私は正直、大学を選ぶとき、何をし
たいか分かりませんでした。進路を決める
際、大学教員だった親に、興味があった
語学なんかはどうだろうかと言ったら、「仕
事にならないよ。工学部なら、将来なんと
かなるんじゃないか」と言われ、工学部に
進むことを決意しました。とは言え、何が
したいかも明確ではなかったので当時、工
学部として入学する入試制度だった東北大
学に入学しました。入学後、自分の興味や
適性を踏まえて学科を絞っていくと、建築
が残りました。建築は工学部の中でも工学

部らしくないなと思い、何となく建築の道
に進み、今に至っています。

入学して今まで建築を
学んでみての感想
石井　入学して今まで建築を学んだ感想を
教えてください。
秋葉　入学時してすぐ新型コロナウイルス
の感染拡大が始まりましたが、大学からの
サポートが全てにおいて手厚かったです。
そのため、伸び伸びと自分のやる気を出す
ことができ、恵まれた環境の中で学べてい
ると感じています。また、大学は同じ考え

左から菊田准教授、早坂さん、秋葉さん、鈴木さん、田中さん、平澤さん、有川教授、奥山さん、石井教授

S t uden t  i n t r oduc t i on

現場監督の
父に憧れ
建築の道へ

①青森県
②弘前工業高校
③MSKWG（民家再生活動）に所属

平澤 拓海さん

①出身県②高校③サークル活動など
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をもつ人、夢を持っている人などが集まり、
建築という共通の分野を真剣に学んでいる
ので、おのずと話す機会が増え、共に学ぶ
楽しさを実感しています。
田中　入学直後はコロナの影響で、なかな
か友達や先輩ができませんでした。でも、
本学は他大学よりも対面を重視していたこ
ともあり、また教養科目の授業でもオンラ
インやグループ活動でも友達を作ることが
でき、成長できるきっかけがありました。
設計科目ではエスキス（グループディスカッ
ションや発表）などを通し、自分とは違っ
た考えや学んでいない分野の知識を持つ人
からの意見に刺激を受けています。
奥山　私も設計の授業が一番印象に残って
います。高校の設計の授業ではテーマを自
分で決めて家を設計するものでしたが、大
学の設計の授業は先生とエスキスを行うな
ど、より高度な内容となっていることがま
ず印象的でした。自分とは違う考えと出会
い、アドバイスをもらえるのが新鮮ですし、
設計課題を通してメンタルが強くなりました
（笑）。高校の時に一番町ロビーで卒業設
計を発表した時は原稿を読んでいただけで
したが、今は原稿に目を通さずとも自分の
言葉で話せるようになりました。
石井　 2年の 3人は設計が好きなようで良
かったです。苦手意識を持ったり、嫌いに
なる人もいますが、コミュニケーションを養
う訓練だと考えれば、 4年間続けるととて
も大きな力になると思います。
早坂　私はコミュニケーションが苦手だっ
たので、入学後も一人で過ごすようになるの
では……と思っていました。でも、設計の
授業などでは同じ課題が出されても一人一
人違うものになるのがすごく面白いと感じ、
どうしてそうなったのか聞いているうちに人

と話すのが好きになりました。今は人との
コミュニケーションが面白いと感じています。
今やっている課題では、他の人のデザイン
を見て「こういう風になるのか」「自分なら
こうするな」と考えるのがすごく好きです。
課題は締め切りが厳しいですが、楽しくやっ
ています。
鈴木　入学当初は今よりもオンライン授業
が多く、分からないこともあり不安でした
が次第に慣れました。今は課題も多く大変
ですがそれがやりがいに代わり、充実した
生活を送っています。
平澤　自分が知りたいことについて勉強し
ているので楽しいです。模型を作り「良い
ものができた！」と思って学校に持って行っ
ても、ほかの人がもっと良いのを作って持っ
てくるのでそこが学びになります。「悔しい！」
ではなく「もっとできる！」と思えることを
楽しんでいます。
石井　工業高校と大学での建築の学びは
何か違いを感じますか？
平澤　先生が授業中に挟んでくる雑談が好
きなのですが、大学の先生の雑談は聞き応
えがあると感じます。授業も高校ではさっ
と黒板に書いておしまいですが、大学は自
分の興味があることを100分間集中して講
義してくれるので学び甲斐があります。

いままで受けてきた中で
一番好きな授業は
石井　どの授業が好きか教えてください。
秋葉　一番難しい質問かもしれません（笑）。
私は「 なんでも突き進んでみれば、見えてくる」
という信念です。自分から行動することで、
手を差し伸べてくれる人に出会い、その人
たちを好きになることもあります。強いて言
えば、意匠設計の授業や建築史などの歴
史の授業も面白いです。設計はコミュニケー
ションなので人から刺激をもらってお互いを
高めることができますし、日本建築史のよ
うな座学でも、伝統建築の理にかなった構
造を学ぶことができ、非常に興味深いです。
石井　逆に興味が湧かない、苦手な分野
はありますか？
秋葉　計算が必要とされる科目が苦手で
す。エネルギーの計算などを行う環境設備
系の授業は、自分で考えて答えを探すもの
や、模範解答がないレポートは楽しいので
すが、探求心が働かないような課題はあま
り興味が湧きません。
田中　設計の授業が好きです。自分のフ
ワッとしたアイデアに対し、第一線で働く
建築士から的確なアドバイスをもらい、よ
りよいデザインになっていく過程が楽しい
です。また、グループで行うエスキスでは、
自分と他人の考え方や捉え方の違いを発見
できるのがすごく興味深いです。歴史の授
業も好きで、大学で学んだ知識を頭に入れ
て地元の神社などを見ると授業の復習にも
なりますし、実際の生活の中で学んだこと
が生きてくるのが面白く感じています。
奥山　私は設計と計画の授業が好きです。
設計の授業はコミュニケーションが一番大
事なのはもちろんのこと、担当する先生に

S t uden t  i n t r oduc t i on

対面重視の
授業が成長の
きっかけに

①山形県
②鶴岡南高校
③ 地域の人関わり合うイベントを企画
するカラーズというサークルのほか、
仙台建築都市学生会議、フットサル
サークルなどに所属

田中 堅太郎さん

①出身県②高校③サークル活動など

S t uden t  i n t r oduc t i on

なんでも
突き進んでみれば、
見えてくる

①山形県
②山形中央高校
③  MSKWG（民家再生活動）や仙台市
周辺の建築系大学の学生で構成し、
SDL（仙台デザインリーグ）の運営
などを行う仙台建築都市学生会議な
どのサークルに加入

秋葉 美緒さん

①出身県②高校③サークル活動など
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よって「好み」もあるので、自分の意見を
持ちつつ、先生の得意なところ盗み力にし
ていけるのが設計の授業の醍醐味だと思い
ます。エスキスも、班のほかの人の良い意
見や真似したくなるアイデアを聴けるため、
実りのある授業です。計画の授業は事例を
見るのが好きです。この前、石井先生が授
業で紹介してくれたフィンランドの図書館が
すごく印象的で現地に行ってみたいと思い
ました。
石井　ぜひ国内外を問わずどんどん建築を
観に行ってほしいと思います。建築は大学
の中だけでは学べません。積極的に外に出
て、色々な建築を実際に体感しないと、設
計の力や感性は磨かれないと思います。
早坂　設計の授業も楽しいですが材料の
授業も好きです。建物に使用されている材
料自体も、色々設計者が考えて使用した材
料なので、どうしてその材料を選んだかを
考えられるようになればもっと面白くなると
思っています。
石井　是非その思いを持ち続けてほしいです。
鈴木　私は設計と造形が好きです。教養
科目に比べ自分で考え、手を動かして表現
できるし、ほかの人のデザインを見て参考
にもなるからです。また、授業で学んだ知
識を通して街中の建築を見ると、この建築
は設計者がどういう思いで造ったか想像で
きるので楽しくなりました。
平澤　高校の時、特に図面を書くことが好
きでした。丁寧に描いていたため、時間は
かかりましたが、自分にしか分からない達
成感があり、描いている時も、終わった時
も、楽しかったです。今も手書きでケント
紙に設計図を描いていますが、楽しいので
もっと頑張っていきたいです。
菊田　私も設計が好きで前によく出て発表
していました。しかしある瞬間、才能がな
いと思ってしまい、そこで心が折れてしまい
ました。現在研究している構造系も好きで
したが、工業高校では製図が好きで、手書
きで図面を描くのが楽しかったです。アパー
トで一人暮らしでしたが、大きい製図版を
置いていました。
石井　今は設計をやりたいという気持ちは
ありますか？

菊田　……（笑）。
でも設計を学ぶと
良い点は、自分の
意見を他人に伝える
トレーニングになる
ということです。ど
こで働くにしても必
要とされる能力だと
思います。
有川　私は大学を
卒業して設計と全く
異なる仕事についてからも、アイデアコン
ペやシンボルマークのコンペに作品を出展
し続けていました。入選はするため、ある
程度までは認めてもらっているわけですが、
そこから先は自分には才能がないと思い、
違う道で生きようと考え直しました。材料
の先生というのはデザインが不得意だと思
うかもしれませんが、実はそうでもないし、（設
計製図の課題で）質問がくると嬉しいです。
床材でどういうのを選んだら良いかなど、
デザイン以外の先生に設計の相談をすると
喜んで教えてくれると思います。
石井　建築設計は意匠だけではないです
からね。授業では意匠設計を主に行います
が、本質的には意匠は設計の一部に過ぎま
せん。設計は当学部の教育の中でもとても
重要な柱ですが、学生160人全員をデザイ
ナーに育てようという教育しているわけでは
ありません。設計の授業を通し、色々な力
が身に付きます。計画立てて物事を進め、
締切までに形にすること、コミュニケーショ
ンを通して行うこと、そういういった経験
が大切ですし、全員に身に着けてほしい力
です。それは設計の授業を通してしか学べ
ないことだと思います。「いい建築」を設
計するのは次の話であり、「いいもの」の

価値基準もさまざまあります。それを学ぶ
ところに設計の授業の意義があります。皆
さんの話を聞くと、その本質に面白みを感
じてくれているので、教育者としては嬉しく
思います。
菊田　意外と気になりますが、授業の時以
外、友達同士で建築の会話はあるのでしょ
うか。
秋葉　する時もあります。八木山は傾斜が
あるので、どうして傾斜地に家建てたのか
など気になっている点や、授業の延長戦で
建築家の話になったりすることがあります。
「この本良いよ」とか「この講演会聞いた？」
とか、そういう感じの話もあります。
石井　 1年生は、例えば建築家の隈研吾
さんの建物はどうだとか、この人のこの建
築はすごいとか話し合うことはありますか？
平澤　そこまでの話はありませんが、地元
に作品を多く残している前川國男氏につい
ては友達と会話したことはあります。
田中　私は周りに建築の雑誌を見るのが好
きな友達がいるので、「新建築の何月号見
た」とか話すことはあります。あとは地元
の庄内地方にも有名建築家の建物がある
ので自慢したりします（笑）
有川　これまでの話を聞き、すごくうらやま
しいなと感じました。私が 1日24時間で生

S t uden t  i n t r oduc t i on

街中の建築を見る
と設計者の思いが
想像できるように

①岩手県
②一関学院高校
③  MSKWG（民家再生活動）、TOHTECH
女子会に所属

鈴木 咲里花さん

①出身県②高校③サークル活動など
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きているのに対し、皆さんは48時間ぐらい
生きていると思うぐらいです（笑）。時間の
使い方について、大学生になって感じるこ
とはありますか？
秋葉　今年二十歳を迎え成人となるため、
すごく自由になると感じます。授業に本気
で取り組むのはもちろんですが、建築系サー
クルのため年中がむしゃらに建築に浸って
いる状況です。やりたいことがやれている
ので、充実しています。
田中　設計の課題とほかの教科の課題が
重なることがあるので、スケジュール管理を
する能力が上がりました。休日は趣味とい
うよりは建築に浸っていたいので、自分の
中に浮かんだイメージをスケッチアップしたり、
オブジェを造ったりと、ゲーム感覚で専門
知識を磨くようにしています。
石井　ダラダラ無駄に過ごす時間がなさそ
うですね。体は大丈夫ですか？
田中　疲れますが、心地よい疲れです。
石井　やりたいことがはっきりしているから
そういう時間の使い方ができるのですね。
奥山　私は結構だらだらしています。「課題
やらなきゃ」と思いつつ、テレビを見てしまっ
たり。でも設計の課題が多い時はアルバイ
トを休んで取り組むなど、やるべきことはやっ
ています。
石井　時間をコントロールする力がついて

きたということですね。時間のマネジメント
能力はすごく大事で、大学で建築を学んで
いるとその能力が身に付けられます。将来、
仕事でも必要になります。今の段階でそれ
が意識できているのはすごいことだと思い
ます。
早坂　自分は時間の使い方があまり上手く
ないです。課題の締め切りがあってもだら
だらしてしまいます。特に設計は時間をか
ければ良いアイデアが思い浮かぶのではな
いかと思ってしまい、考えがまとまるのが
締め切りギリギリになってしまいます。その
ため、通学中の電車の中で眠り、頭が冴え
る夜中を使って設計を考えています。
石井　今はオンライン授業もあるので、そ
の点は助かるのかもしれませんね。鈴木さ
んはどうですか？
鈴木　もちろん建築のことを考えることも
好きですが、たまには違う趣味に浸って、

音楽やDVDを鑑賞し、頭を切り替えて課
題を頑張っています。
石井　通学中の電車内では何をしていますか。
鈴木　電車で寝られないので、設計のデザ
インを考えたりする時もあります。
石井　平澤さんは？
平澤　一人暮らしになり、やることが増え
ましたが一通り終わった夜に散歩するのが
楽しいです。今までできなかったことがで
きるようになってきたので、このような曖昧
な時間が楽しいのかもしれません。
石井　一人暮らしの 3人はご飯はどうして
いますか。
田中　寮で食べます。
秋葉　出来合いの物を買いがちです。体力
と時間がもったいないです。
平澤　実家から米が送られてくるのでスー
パーで食材を買って調理しています。
石井　ほかの 3人は一人暮らししてみたい
ですか。
三人　はい（笑）。

将来について
石井　将来の夢はありますか？
秋葉　 2つあります。 1つは大学院でさら
に学ぶことが目標です。建築を学ぶには 4

年間では足りないし、好奇心を満たせる色々
な人に出会えるのではないかと思うからで
す。二つ目は、大学入学からの 2年間で人
を幸せにしたり元気にしたりするのが好き
だなと思ったので、来世に残るようなとま
では言いませんが、誰かの心に残る、人を
幸せにできる建物を造りたいです。
田中　私も大学院進学が目標で、イタリア
に留学がしたいです。欧州は日本より環境
問題に真摯に取り組んでいるので、そこを

S t uden t  i n t r oduc t i on

設計の授業が
コミュニケーション
を磨く場に

①宮城県
②宮城県佐沼高校
③ フットサルサークルに一度だけ顔出すが
活動せず。地元の登米市のマクドナルド
でアルバイト

早坂 悠亮さん

①出身県②高校③サークル活動など
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学びたいです。二つ目は実家を自分の手で
建て替えることです。建築士になって実家
に恩返しがしたいです。
石井　建築家デビューが自分の家ですか。
そういうチャンスがあれば良いですね。
奥山　将来のことは決めかねていますが、
直近の目標としては二級建築士試験を今年
受けようと勉強しています。将来、建築士
になるかどうかは分かりませんが、一人一人
の個性を大事にした住宅の建築に関わりた
いです。また、高校でインテリアを学んで
いたので、内装のことも考えてみたいです。
早坂　まずは小さなことから頑張りたいと
思います。自分の意見を相手に伝え、相手
の意見を聞くというコミュニケーション能力
を磨きたいです。後は、SNSで各地の建築
物を紹介している人がいるのでそれを参考
に、休みの日に建築巡りをしてみたいです。
鈴木　私は将来、住宅設計に携わりたい
です。広い土地に大きな建物を建てるとい
うより、限られた条件の中で、住む人のラ
イフスタイルに合った、無駄のない空間を
作りたいです。
平澤　今のところ何になりたいとかは考え
ていませんが、とにかく建築に関すること
は何でもできるようになりたいです。家だけ
でなく、まちをつくるのも楽しいと思います
し、設計も楽しい。とにかく沢山勉強した
いです。また、自分が建築好きになったの
は高校の先生のおかげなので、建築の面白
さを伝えるため教職課程も履修してます。

建築を学ぶ者として
高校生へメッセージを
田中　建築の勉強を通して建築は幅広い
学問分野で成り立っていることが分かって
きました。その中には自分の不得意な部分
もあれば得意な部分もあると思うので、設
計だけでなくいろんな分野に目を向けてほ
しいです。
奥山　理系の分野だと思われがちですが、
歴史や意匠だったり、計画であったり、理
系的ではない部分もあるので、「理系が苦
手」だという理由で建築をあきらめてほしく
ないと思います。私も理系科目が苦手でし

たが、こうして学び続けているので、より
多くの人に建築を志望してもらいたいです。
早坂　建築について学びたいという強い思
いがなく、漠然としていても、少しでも学び
たいという意欲があれば、迷わず進んでほ
しいです。
鈴木　普通高校出身ですが、入ってみると
それは関係ないです。知識が足りなくても、
友達と助け合えば何とかなります。先入観
なく飛び込んでほしいです。
平澤　建築は衣食住の「住」を担っている
と聞かされ、確かにそうだと思いました。
身近で必要な部分を担っているのが建築な
ので、一度は触れて、勉強してもらいたい
です。また、本学には建築に興味を持って
一生懸命勉強している人が大勢いるので、
友達の輪を広げることができます。楽しん
で学べる場所になるということを伝えたい
です。
秋葉　私は「人は一人では生きていけない」
と建築を学んで思いました。まだ目標がふ
わっとしていて、悩んでいる人もいると思い
ますが、私はこの道に進んで多くの人に出
会い、楽しく学べています。建築を知りた
いという興味が少しでもあれば、同じ思い
の仲間と出会うことができ、楽しい学生生
活を送ることができます。

学生の話を聞いた感想
菊田　私はセメント系の材料を専門に研究
しています。セメントはすごく硬くて人のぬ
くもりのないイメージですが、人にどれだけ
快適な住空間を提供できるか、常に人を中
心に考えながら硬いセメントの研究をやっ
ています。色々なことを学ぶと思いますが、
常に真ん中に人がいるということを考えて、

学び続けてほしいです。そして何よりも 4

年間で一緒にいて楽しい愉快な仲間を作っ
てほしい。大学の役割はそこに尽きるので
はないかと思っています。
有川　すごく刺激的な時間でした。私は国
の研究所で研究を続けてきたので、学生と
接することはあまりありませんでした。出身
地の仙台に帰ってきてこれから何を研究し
ようかと考えていた時、当時の学生と接し、
今日と同じようにすごく刺激を受けました。
大学は先生が教えるだけの場ではなく、教
員も学生も含めた色々な人が集まって刺激
を与え合う場所だと思います。一つの建物
がさまざまな分野の技術から構成されてい
るように、一つの場所にさまざまな異なる
個性を持った人が集まるキャンパスという
場を生かし、納得して卒業していってほし
いです。今日集まった皆さんならそうなると
確信しています。
石井　本日集まって下さった皆さんそれぞ
れの素直な思いや体験談を聴き、感動しま
した。これまで多くの学生と接してきました
が、このような話を直接聞く機会はありま
せんでした。建築学部 1， 2年生300名超
の中の 6人のお話に過ぎませんが、学部長
として学生の生の声を聴けたことは本当に
よかったです。大学 4年間はまだまだ長い
です。順調な時もあれば、悩み苦しむ時も
あるかもしれません。設計を学ぶ中で敵わ
ない相手が見つかったり、成績では勝てな
い相手が出てきたり、さまざまな経験をす
ることでしょう。でも、皆さんなら乗り越え
られます。数年後、卒業する際に皆さんが
どれだけ成長しているか、今からとても楽
しみにしています。本日はありがとうござい
ました。

S t uden t  i n t r oduc t i on

理系が苦手でも
建築を続けられる

①宮城県
②宮城県工業高等学校インテリア科
③  TOHTECH女子会に所属。100円ショッ
プでアルバイト

奥山 ちさとさん

①出身県②高校③サークル活動など




